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博士（文学）学位請求論文審査報告要旨
 
 
 
近藤有宜「創建時の西大寺に関する研究」
 
  
奈良の西大寺は奈良時代の後半に称徳天皇勅願寺として創立されたが、つぎの平安時代
に衰微し、鎌倉時代に再興されたのが今の伽藍である。したがって創建時の堂塔や仏像はあらかた姿を消しているため、美術史や建築史では西大寺の研究というとその大半は鎌倉時代以降を対象としてきた。こうした状況 なか、近藤有宜氏 学位請求論文は西 寺の創建の問題について果敢に挑戦し 意欲的な研究といえる。
 
 
本研究は西大寺の創建を造営、伽藍、仏像の三部構成で論じている。緒言、序章「先行
研究の回顧」につづき、第一部「創建時の西大寺の造営」は第一章「伽藍地造成の問題」 、第二章「造営組織 いて」からなる。第二部「創建時の西大寺の伽藍」は第一章「二宇の金堂の造営」 、第二章「講堂および僧房の問題」からなり、第三部「創建時の西大寺 仏像」は第一章「薬師金堂の厨子入り観音像について」 、第二章「四王堂 火頭菩薩像をめぐる問題 からなり、最後に終章をおく。
 
 
第一部第一章では西大寺の寺地の特殊性から説く。西大寺は平城京の右京一条三坊の地
にあったが、ここ 平城宮の西側 位置し、
平城宮に近く、貴族階級が居住する高級住宅
地でも 。一方 の地域は起伏に富み、池沼が散在する地勢でもあった。平城京設ととも 建てられた寺院とは異なり、寺地の造成の前 住民の立ち退きと住居の撤去、さらに池沼の埋め立てなどの土木工事を二年間も進めなければならなかった。天平神護二年（七六六）十二月の西大寺行幸の際の叙位
が寺地の造成工事を指揮監督した人物と、西
大寺に寺地を提供した貴族たちに位を授けたものであることを解明したが、この見解はかつて誰一人考え及ばなかったものである。
 
 
つづく第二章では造営組織を取り上げる。西大寺の造営を担当した造 司が発足し
たのは神護景雲元 七 二月のこと 、西大寺造立 発願から二年五ヵ月後のことであった。この間の事情を明快に説明し は従来な っ が 本研究は天平宝字六年（七六二）に造東大寺司が担当した石山寺の造営工事 神護景雲元年（七六七）二月の造東大寺司の次官以下へ 叙位、同年六月の西大寺への牛六十頭の寄進 どに注目し、その結果西 の造営事業 造西大寺司の発足以前にすでに造東大寺司によ て始められていたことを明らかにする。しかも造東大寺司が全組織を挙げて の造営に取り組んでいたことを述べ、その背景にはその当時造東大 長官の任 あった吉備真備 存在が大きく関わっていたことを論証する。
 
 
つぎに第二部の伽藍に関しては、第一章で二宇の金堂、すなわち薬師金堂は薬師如来の
効験によって、淳仁廃帝の幽閉地からの脱出未遂事件や和気王の天皇呪詛事件など 不穏
な動きを封ずることを願って造営されたもの。一方弥勒金堂は堂内に弥勒の兜率天を再現していて称徳天皇の兜率天往生の強い願いによって造営されたという新見解を提示する。第二章では講堂がなく僧房が分散する問題については、創建当初の西大寺には性格が異なる二つの僧侶集団が止住していたとする。すなわち称徳天皇の西大寺発願 『最勝王経』に依拠するもの 、この護国経典の法会を勤修 るため、平城京 大寺から官僧たちが四王院 移された。一方西大寺の造営に強い発言力を持って た道鏡は、私度僧も混じった民間僧中心の古密教僧集団を十一面堂院 止住させた こうした性格の異なる二つ 僧侶集団が止住したため、僧坊が四王院と十一面堂院に二分されることになり、両者が共同利用するような講堂は建てられなかったと想定。
 
 
第三部の仏像に関しては、創建西大寺の薬師金堂できわだって豪華な厨子に安置されて
いた彩色塑像の観音像と四王堂の火頭菩薩像について考察する。第一章で取り上げる薬師金堂の厨子入り観音像はいささか目を惹く仏像であった。 密教色の濃い薬師金堂のなかで顕教系の聖観音の像容で、しかも薬師金堂の諸 はいずれも乾漆像に金箔仕上げをするなかで、こ 像のみが彩色塑像という簡素な り あった。ところがこの像だけが唯一華麗 厨子に収められていたにもか わらず、誰も注目し か 本研究はこの像が補陀落山浄土変相図と併置されていることに着目し 関連事例を検討する すなわち 平宝字元年（七五七）の聖武一周忌に、孝謙天皇が聖武 ために大仏殿に施入した補陀落山浄土の聖観音像の繍仏、さらに天平宝字五年（七六一） 淳仁天皇が同じく聖武 め興福寺東院西堂に補陀落山浄土変相図と併置し 聖観音像につい 考察を加え 厨子入り聖観音像が 武供養 ための像であったことを明らかにした。さらに聖武 終生変わることのなかった聖観音への信仰にまで及ぶ。第二章では四王堂の火頭菩薩像は密教の火頭金剛を菩薩と呼んだもので、当初は密 色 濃い十一面堂に安置されてい が 後に四王堂に移されて八角五重小塔に随侍す ことになった経緯を明らかにする。その上でこの像の移動の背後には、称徳天皇の崩御後 西
大寺の造営事業の計画縮小の問題が存在した
ことを論ずる。
 
 
以上、本研究は創建時の西大寺の造営、伽藍、仏像に関する諸問題を明晰なる文献解釈
と卓越した歴史 解読 よって創建時の西大寺の空白を埋めた成果は大なるものである認めると同時に、今後の西大寺研究の基本文献になること 確信する。よって本論文が博士（文学）の学位 相当するものであると判断する。
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